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論文審査の結果の要旨 

ロボット支援下腎部分切除術（RAPN）は小径腎腫瘍に対する新たな標準的治

療法の一つとして普及している。本術式の難易度を予測するスコアリングシス

テムには、腫瘍のサイズや位置に基づく RENAL ネフレクトミースコアや腎周囲

脂肪組織の粘着度を予測するとされる Mayo Adhesive Probability（MAP）スコア

などが知られるが、必ずしも客観的ではない。本研究において申請者は RAPN

の難易度に影響を与え得ると考えられる腎周囲脂肪（PNF）のボリュームを術前

CT 画像にて計測し、手術コンソール時間に及ぼす影響について検討した。当施

設で単一術者により RAPN が施行された小径腎腫瘍患者 128 例のうち、術者経

験によるバイアスを最小化した最近の連続 70 例を対象としている。PNF は外側

円錐筋膜、癒合筋膜、腸腰筋、腰方形筋および横隔膜により囲まれた腎周囲の

脂肪領域と定義し、術前 CT 画像を用いて画像ワークステーションにより計測し

た。BMI、術側 MAP スコアおよび PNF ボリュームの中央値は 23.90 kg/m2（範

囲: 17.0‒31.8 kg/m2）、0（範囲: 0‒4）、166.05 cm3（範囲: 22.1‒1399.3 cm3）で、手

術成功を反映する trifecta 達成率は 98.6%であった。PNF は BMI（r = 0.68）およ

び MAP スコア（r = 0.74）と軽度から中等度の相関を認めた。経験症例順に 14

症例ずつ5群に分類したラーニングカーブによる検討ではRENALネフレクトミ

ースコア、PNF ボリューム、コンソール時間の全ての項目において全群間で有

意差を認めなかった。単変量解析ではコンソール時間は性別、MAP スコアおよ

び PNF ボリュームに影響を受けることが示され、多変量解析では PNF ボリュー

ムのみが独立した予測因子であることが示された。審査委員会では本研究結果

は今後も普及が広がるであろう RAPN の難易度予測に有効であることや手術時

間予測を可能にするなどの将来展望も期待される点について評価した。以上に

より、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評

価した。 
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